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Ⅰ. 2021年度決算および2022年度計画 
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 2021年度の当期純利益（連結）は、顧客向けサービス業務利益（単体）の改善や与信関連費用の減少などに 
より、計画を12億円上回る118億円となった 

 2022年度は、主に有価証券利息の減少に伴い、市場部門収益が弱含み、2021年度比8億円減少の110億円を 
計画する 

Ⅰ. 2021年度決算および2022年度計画 

実績 計画 

１．当期純利益 

※1 政策投資株式売却損益を含む 

▲9  
0  6  10  

175 178 173 160 

9 8 14 
9 

▲29  
▲30  ▲20  ▲20  

▲39  ▲49  
▲55  ▲48  

11  14  
14  

12  

▲9  ▲15  ▲14  
▲13  

2020年度 

実績 

2021年度 

当初計画 

2021年度 

実績 

2022年度 

計画 

（億円） 

108 106 118 

顧客向けサービス業務利益※2 

市場部門収益※１ 

与信関連費用 

法人税等 

その他収益 

110 
+12 ▲8 

子会社当期純利益合計 

連結 

107 

単体 

連結修正 

連結 連結 

106 

単体 

118 

単体 

110 

単体 

連結 

※2 顧客向けサービス業務利益＝貸出金平残×預貸金利回り差＋役務取引等利益－営業経費 

2021年度 

当初計画 
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顧
客
向
け
サ
ー
ビ
ス
業
務
利
益
【
単
体
】 

貸
出
金
利
息 

（
預
金
利
息
控
除
後
） 

役
務
取
引
等
利
益 

人
件
費 

物
件
費 

2020年度実績 

 2021年度の顧客向けサービス業務利益（単体）は、貸出金利息の増加や経費の減少などにより、前年度比 

16億円増加の6億円となり、黒字化を達成した 

 2022年度は、役務取引等利益や貸出金利息の増加等により、前年度比3億円増加の10億円を計画する 

（億円） 

2021年度実績 

 

2022年度計画 

 

Ⅰ. 2021年度決算および2022年度計画 

実績 計画 

▲9 

顧
客
向
け
サ
ー
ビ
ス
業
務
利
益
【
単
体
】 

+4 
▲3 

+9 

+5 

6 

顧
客
向
け
サ
ー
ビ
ス
業
務
利
益
【
単
体
】 

貸
出
金
利
息
（
預
金
利
息
控
除
後
） 

役
務
取
引
等
利
益 

人
件
費 

そ
の
他 

２．顧客向けサービス業務利益 （１）増減（単体） 

+1 

+2 

+2 ▲１ 

顧客向けサービス業務利益の黒字化達成 10 
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 2021年度の顧客向けサービス業務利益（連結）は、人件費や物件費が計画を下回り、18億円となった 

 2022年度は、役務取引等利益の増加、グループ会社の収益改善などにより、前年度比9億円増加の27億円を  
計画する 

▲219  ▲211  ▲209  ▲206  

316 324 321 322 

67 64 64 67 

▲149  ▲150  ▲144  ▲145  

▲25  ▲26  ▲25  ▲27  

13  13  11  16  

2020年度 

実績 

2021年度 

当初計画 

2021年度 

実績 

2022年度 

計画 

（億円） 
3 14 18 

人件費 

貸出金利息 
（預金利息控除後） 

物件費 

その他経費 

役務取引等利益 

Ⅰ. 2021年度決算および2022年度計画 

27 

実績 計画 

２．顧客向けサービス業務利益 （２）概要 

+9 +4 

子会社顧客向けサービス 
業務利益合計※ 

連結 連結 連結 連結 

0 

単体 

▲9 

単体 

6 

単体 

10 

単体 

※ 2022年度より、新たに南都まほろば証券のトレーディング損益を計上 ・ 連結修正を含む 

2021年度 

当初計画 
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118  122  121  121  

82  87  88  90  

109  113  114  118  

62  63  62  61  

0.85  0.84  0.83  0.82  

2020年度 

実績 

2021年度 

当初計画 

2021年度 

実績 

2022年度 

計画 

％ 

 2021年度の貸出金利息は、貸出金平残が計画を上回ったものの、貸出金利回りが計画を下回ったことにより、  
計画を3億円下回る323億円となった 

 2022年度は、主に個人や法人（ホール）向け貸出金平残の増加により、 前期比2億円増加の325億円を計画する 

373 

法人                  
（リテール） 

法人                 
（ホール） 

貸
出
金
平
残
（
棒
グ
ラ
フ
） 

貸
出
金
利
回
り
（
折
れ
線
グ
ラ
フ
） 

個人 

※ 貸出金平残は部分直接償却額控除前 

319 323 326 貸出金利息 

百億円 

325 億円 

Ⅰ. 2021年度決算および2022年度計画 

実績 計画 

２．顧客向けサービス業務利益 （３）貸出金利息（単体） 

貸出金利回り 

22 内コロナ関連 19 内コロナ関連 

地公体 

386 387 392 

2021年度 

当初計画 

14 内コロナ関連 20 内コロナ関連 
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 2021年度の役務取引等利益（単体）は、個人・法人ソリューション収益が計画を下回ったものの、新たに取組を 
開始した手数料型ホームローンの導入などによるその他役務取引等収益の上回りにより、計画通りの64億円となった 

 2022年度は、個人・法人ソリューション収益等の増加により、 前期比2億円増加の67億円を計画する 

65  62  67  68  

14 17 14 15 

34 32 30 31 

▲47  ▲47  ▲47  ▲49  

2020年度 

実績 

2021年度 

当初計画 

2021年度 

実績 

2022年度 

計画 

（億円） 67 64 64 

  法人ソリューション収益 

個人ソリューション収益※ 

その他役務取引等収益 

役務取引等費用 

役務取引等利益 

Ⅰ. 2021年度決算および2022年度計画 

67 

実績 計画 

※預かり資産、信託業務関連 

２．顧客向けサービス業務利益 （４）役務取引等利益（単体） 

2022年度計画 

役務費用▲49 

要確認（松原さん） 

▲2 

▲0 

▲2 

+4 

+0 

+1 

+2 

+1 

+0 

▲1 

2021年度 

当初計画 
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149  150  144  145  

219  211  209  206  

2,217  
2,146  2,134  

2,062  

2020年度 

実績 

2021年度 

当初計画 

2021年度 

実績 

2022年度 

計画 

（億円） 

 

 2021年度は、人員の減少や時間外勤務の削減、コロナ禍による活動の制約などにより、人件費・物件費ともに計画
を下回った 

 2022年度は、人件費は引き続き計画的な人員の減少により前年度比2億円減少の206億円、物件費は  預金保険
料の減少（約8億円）を見込むも、お客さまの利便性向上に資する戦略的なIT関連投資を予定しており、前年度比
ほぼ横ばいの145億円を計画する 

人
件
費
・
物
件
費
（
棒
グ
ラ
フ
） 

Ⅰ. 2021年度決算および2022年度計画 

２．顧客向けサービス業務利益 （５）経費〔人件費・物件費〕(単体) 

人件費 

物件費 

従
業
員
数
（
出
向
除
く
）
（
折
れ
線
グ
ラ
フ
） 

実績 計画 

（人） 

369 361 353 352 

▲2 

▲5 

▲2 

+0 

▲7 ▲1 

2021年度 

当初計画 
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193  

220  

201  

220  

2020年度 

実績 

2021年度 

当初計画 

2021年度 

実績 

2022年度 

計画 

(億円） 

（億円） 

29 30 

20 

与
信
関
連
費
用
（
棒
グ
ラ
フ
） 

貸
倒
引
当
金
残
高
（
折
れ
線
グ
ラ
フ
） 

 2021年度の与信関連費用は、コロナ関連の破綻が限定的であり、貸倒引当金繰入額が減少したことなどにより、 
計画を9億円下回る20億円となった 

 2022年度は、前年度比ほぼ横ばいの20億円を計画する 

Ⅰ. 2021年度決算および2022年度計画 

実績 計画 

20 

３．与信関連費用（単体） 

▲9 

▲0 

2021年度 

当初計画 
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1.28  
1.24  1.21  

1.01  

2020年度 

実績 

2021年度 

当初計画 

2021年度 

実績 

2022年度 

計画 

(％) 

（億円） 175 178 173 

市
場
部
門
収
益 ※

（
棒
グ
ラ
フ
） 

市
場
部
門
利
回
り
（
折
れ
線
グ
ラ
フ
） 

 2021年度の市場部門収益は、年度末の軟調なマーケットの影響を受け、有価証券利息が弱含み、計画を5億円 
下回る173億円となった 

 2022年度は、欧米の急激な金利上昇、株安・円安の影響を受け、リスクコントロールを徹底するなか、前年度を  
下回る160億円を計画する 

Ⅰ. 2021年度決算および2022年度計画 

160 

実績 計画 

４．市場部門収益（単体） 

※政策投資株式売却損益を含む 

▲13 
▲5 

2021年度 

当初計画 
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前年度比

 業務粗利益 579 582 +3

 コア業務粗利益 579 587 +7

資金利益 468 472 +4

役務取引等利益 103 99 ▲ 3

 経費 413 400 ▲13

 業務純益 149 180 +31

コア業務純益 165 187 +22

 経常利益 157 179 +22

 当期純利益 108 118 +10

 顧客向けサービス業務利益 3 18 +14

2020年度

実績

2021年度

実績

Ⅰ. 2021年度決算および2022年度計画 

５．2021年度実績（総括） 

単体 連結 

9.47 
9.60 

9.15 
9.29 

2020年度 2021年度 

連結 

単体 

自己資本比率 
（％） 

71.4 
68.1 

71.7 

67.8 

2020年度 2021年度 

OHR 
（％） 

3.95 4.09 

4.03 
4.25 

3

3.2

3.4

3.6

3.8

4

4.2

4.4

4.6

4.8

5

2020年度 2021年度 

ROE 
（％） 

0.27 0.27 

0.25 0.25 

2020年度 2021年度 

ROA 
（％） 

（億円） 

前年度比

 業務粗利益 546 550 +4

 コア業務粗利益 546 555 +9

資金利益 473 480 +6

役務取引等利益 67 64 ▲３

 経費 392 376 ▲15

 業務純益 142 172 +30

コア業務純益 154 178 +24

 経常利益 149 174 +24

 当期純利益 106 118 +12

 顧客向けサービス業務利益 ▲9 6 +16

2020年度

実績

2021年度

実績

（億円） 
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６．株主還元 

70  

80  80  80  

110  

102 

2017年度 

（実績） 

2018年度 

(実績） 

2019年度 

（実績） 

2020年度 

(実績） 

2021年度 

（予定） 

2022年度 

（計画） 

（円） 

 従来の安定配当に加えて、目安となる配当性向を示したうえで、業績に応じた利益還元を行う株主還元方針へと  
見直しを行った 

 1株あたり配当金・配当性向 

配当性向 16.7％ 23.3％ 81.7％ 24.0％ 30.2％ 30.1％ 

一株あたり 
配当金 

（2022年2月7日 公表） 

安定配当80円を維持しつつ、親会社株主に帰属する当期純利益に対する配当性向30％を目安とする  

株主還元方針（見直し後） （2022年2月7日 公表） 

Ⅰ. 2021年度決算および2022年度計画 

株主還元方針（見直し前） 

安定的な配当の継続 
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Ⅱ. 2022年度アクションプラン 
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全国 
1位 

全国 
3位 

全国 
1位 

人材資源 

 大学等進学率         61.8% 

 

 教育関係費（月額）   33,927円 

 

 県内就業率            71.2％ 

 

 
 

 

全国 
7位 

全国 
46位 

「総務省 2019年 全国家計構造調査」、「2016年6月 総務省 国勢調査」、「奈良県観光客動態調査報告書」 

経済・産業 

 GDP（実質）         3兆6,385億円 

 民営事業所数           46千事業所 

 従業者数              486,777人 

 農業産出額             403億円 

 森林面積比率              76.8％ 

 奈良県は豊富な人材資源、観光資源を有しているが、経済・産業規模は全国低位の水準となっている 

 

全国 
6位 

全国 
40位 

全国 
42位 

全国 
37位 

全国 
45位 

家計と暮らし 

 1世帯当たり金融資産  15,645千円 

 持ち家世帯の比率          74.1％ 

 
 

 

全国 
2位 

全国 
4位 

全国 
6位 

１．奈良県の概要 

Ⅱ．2022年度アクションプラン 

観光資源 

 世界遺産                 3件 

 国宝／重要文化財       1,328件 

 史跡名勝天然記念物         146件 

 観光客数            2,623万人 

出典： 「奈良県のすがた2021」、「2016年6月 総務省 経済センサス」、「2020年 家計調査」、「2021年度 文部科学省 学校基本調査」 
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 10年間の経営計画における目指すゴールの達成に向け、中間目標を設定するとともに、1年毎のアクションプランを 
策定し、PDCAサイクルを強化している 

 当初の中間目標の早期達成を踏まえ、2021年12月に新たに中間目標を再設定し、更なる高みを目指している 

なんとミッション 

地域を 
発展させる 

活力創造人材を 
生み出す 

収益性を 
向上させる 

目指すゴール（2029年度） 

奈良県GDP※2         

約3,500億円増加 
（2016年度比＋10%） 

経営人材※3創出数 

350人 

ROA(単体) 

0.35％以上 

※1 応用情報技術者、中小企業診断士、宅建、FP1級、簿記2級およびそれらと同等以上の資格 
※2 県内総生産は、年度終了の約2年半後に発表されるため、本ゴールは2029年中に発表される2026年度までの達成を目指す 
※3 地域のお客さまと経営の意思決定をご一緒できる人材 

新たな中間目標(2024年度) 

ROA(単体) 0.25％以上 

活力創造に関わる資格 
保有者数 

1,000人 

当初の中間目標(2024年度) 

活力創造に関わる資格※1 

保有者数 

1,000人 

顧客向けサービス業務利益 

(連結) +30億円 

OHR(連結) 70％未満 

ROE(連結) 4.0％以上 

顧客向けサービス        

業務利益(単体)の黒字化 

OHR(単体) 70％未満 

ROA(単体) 0.25％以上 

早期達成 

再
設
定 

２．経営計画の概要と中間目標の再設定 

Ⅱ．2022年度アクションプラン 
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３．2022年度アクションプランの全体像 

①お客さまの生産性向上支援 

②お客さまの資産形成支援 

③お客さまの事業化支援 

④お客さまの利便性向上 

⑤おもしろい人材の創出 

⑥市場運用の強化 

⑦当行グループの生産性向上 

⑧リスク管理・ガバナンスの高度化 

⑨気候変動問題への対応 

経
営
基
盤
の
強
化 

人
材
育
成

の
強
化 

顧
客
基
盤
の
拡
充 

お客さまが抱える真の課題を共有し、 
当行グループ一体で生産性向上を支援 

若年世代からの成長機会の整備や人材の多様化を通じて 
付加価値創造力を高め、おもしろい人材を創出 

お客さまのライフプランに寄り添い、 
人生の伴走者として最適なサービスを提供 

地域の稼ぐ力を創出・育成するため、当行グループがハブとなり、 
地域経済の活性化に向けたプラットフォームを形成 

多様化するお客さまニーズにデジタル技術を活用し、 
お客さまの利便性および満足度を向上 

マーケットリスクの高まりによる影響をコントロールし、 
安定的な利回りを獲得できるポートフォリオを構築・運営 

デジタル技術等を活用した業務の効率化により、 
人員の戦略的配置など経営資源を有効活用 

不確実性の高い経営環境下において、機動性の高い 
高度なリスク管理態勢・ガバナンス体制を構築 

当行グループ自身の気候変動問題への取組に加えて、 
地域のお客さまの取組を積極的に支援 

テーマ アクションプラン ESG分類 

R 

M 

の 

変 

革 

E 

G 

S 

S 

Ⅱ．2022年度アクションプラン 
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４．ＲＭの変革 

顧客基盤 

人材 

(グループ 
役職員) 

金融商品の提供 

個々の課題の解決 

（ソリューション提供） 

地域経済を活性化させる
エンジンとしての機能   

を果たす 

 

行員に求められる能力 

 

行員に求められる能力 

事務スキル 

お客さまと一緒に     
経営の意思決定が    

できる能力        
（おもしろい人材） 

お客さまの目指す姿を 

実現できる人材 

価値共創で 

つながるお客さま 

価値提供(金融商品)で   
つながるお客さま 

お客さまの課題を       
解決できる人材 

営業力・セールス力 

Ｒ
Ｍ
の
変
革 

経
営
資
本 

 

 

 当行グループの経営資本と位置付ける「顧客基盤」、「人材」をそれぞれ拡充、育成強化に取り組むなか、      
RMは価値提供から価値共創へ思考を変革する 

Ⅱ．2022年度アクションプラン 
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５．お客さまの生産性向上支援 

2022年度アクションプラン 

お客さまが抱える真の課題を共有し、当行グループ一体で   
生産性向上支援に取り組む 

 コンサルティング機能の発揮 

 業務提携先の活用 

 経営改善支援（ウィズコロナ・ポストコロナの対応） 

 経営者の目指す未来像の共有とその実現へ向けた支援 
 当行グループ一体で顧客ニーズ起点のソリューション提供 

 お客さまへの価値提供・お客さまとの価値共創のため 
グループ会社のみならず業務提携先を最大限活用 

 きめ細かな資金繰り支援 
 お客さまの本業支援 

 

お客さまの 
持続的成長 

生産年齢人口の減少 
経営者の高齢化 
コロナ禍の影響 

など 

取り巻く現状と課題 目指す姿 

コンサルティング機能の 
発揮 

経営改善支援 業務提携先の活用 

業務提携先 

お客さまへの価値提供・お客さまとの価値共創 

M&A 成長戦略策定 事業承継 

高度人材紹介 資産のオフバランス化 融資・エクイティ 

法人保険 キャッシュレス化 IT化 

お客さまの課題に応じた最適な支援策 

グループ会社・業務提携先との協働サポート体制 

グループ会社 

8 6 6 

3 
3 3 

3 
4 5 

2020年度実績 2021年度実績 2022年度計画 

シローン 私募債 業務提携等 

法人ソリューション収益 

億円 

14 15 14 

協働 協働 

Ⅱ．2022年度アクションプラン 
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2022年度アクションプラン 

お客さまのライフプランに寄り添い、人生の伴走者として 
最適なサービスの提供に取り組む 

お客さまの 
豊かな生活 

の実現 

老後生活資金の不安 
ライフスタイルの多様化 

など 

取り巻く現状と課題 目指す姿 

ライフステージに応じた商品・サービスの提供 

10,966  11,444  11,814  

6,0 00

6,2 00

6,4 00

6,6 00

6,8 00

7,0 00

7,2 00

7,4 00

7,6 00

7,8 00

8,0 00

8,2 00

8,4 00

8,6 00

8,8 00

9,0 00

9,2 00

9,4 00

9,6 00

9,8 00

10, 000

10, 200

10, 400

10, 600

10, 800

11, 000

11, 200

11, 400

11, 600

11, 800

12, 000

2020年度実績 2021年度実績 2022年度計画 

1,435  1,671  1,757  

725  
870  

1,070  

112,797  
114,374  

100 ,000100 ,032100 ,064100 ,096100 ,128100 ,160100 ,192100 ,224100 ,256100 ,288100 ,320100 ,352100 ,384100 ,416100 ,448100 ,480100 ,512100 ,544100 ,576100 ,608100 ,640100 ,672100 ,704100 ,736100 ,768100 ,800100 ,832100 ,864100 ,896100 ,928100 ,960100 ,992101 ,024101 ,056101 ,088101 ,120101 ,152101 ,184101 ,216101 ,248101 ,280101 ,312101 ,344101 ,376101 ,408101 ,440101 ,472101 ,504101 ,536101 ,568101 ,600101 ,632101 ,664101 ,696101 ,728101 ,760101 ,792101 ,824101 ,856101 ,888101 ,920101 ,952101 ,984102 ,016102 ,048102 ,080102 ,112102 ,144102 ,176102 ,208102 ,240102 ,272102 ,304102 ,336102 ,368102 ,400102 ,432102 ,464102 ,496102 ,528102 ,560102 ,592102 ,624102 ,656102 ,688102 ,720102 ,752102 ,784102 ,816102 ,848102 ,880102 ,912102 ,944102 ,976103 ,008103 ,040103 ,072103 ,104103 ,136103 ,168103 ,200103 ,232103 ,264103 ,296103 ,328103 ,360103 ,392103 ,424103 ,456103 ,488103 ,520103 ,552103 ,584103 ,616103 ,648103 ,680103 ,712103 ,744103 ,776103 ,808103 ,840103 ,872103 ,904103 ,936103 ,968104 ,000104 ,032104 ,064104 ,096104 ,128104 ,160104 ,192104 ,224104 ,256104 ,288104 ,320104 ,352104 ,384104 ,416104 ,448104 ,480104 ,512104 ,544104 ,576104 ,608104 ,640104 ,672104 ,704104 ,736104 ,768104 ,800104 ,832104 ,864104 ,896104 ,928104 ,960104 ,992105 ,024105 ,056105 ,088105 ,120105 ,152105 ,184105 ,216105 ,248105 ,280105 ,312105 ,344105 ,376105 ,408105 ,440105 ,472105 ,504105 ,536105 ,568105 ,600105 ,632105 ,664105 ,696105 ,728105 ,760105 ,792105 ,824105 ,856105 ,888105 ,920105 ,952105 ,984106 ,016106 ,048106 ,080106 ,112106 ,144106 ,176106 ,208106 ,240106 ,272106 ,304106 ,336106 ,368106 ,400106 ,432106 ,464106 ,496106 ,528106 ,560106 ,592106 ,624106 ,656106 ,688106 ,720106 ,752106 ,784106 ,816106 ,848106 ,880106 ,912106 ,944106 ,976107 ,008107 ,040107 ,072107 ,104107 ,136107 ,168107 ,200107 ,232107 ,264107 ,296107 ,328107 ,360107 ,392107 ,424107 ,456107 ,488107 ,520107 ,552107 ,584107 ,616107 ,648107 ,680107 ,712107 ,744107 ,776107 ,808107 ,840107 ,872107 ,904107 ,936107 ,968108 ,000108 ,032108 ,064108 ,096108 ,128108 ,160108 ,192108 ,224108 ,256108 ,288108 ,320108 ,352108 ,384108 ,416108 ,448108 ,480108 ,512108 ,544108 ,576108 ,608108 ,640108 ,672108 ,704108 ,736108 ,768108 ,800108 ,832108 ,864108 ,896108 ,928108 ,960108 ,992109 ,024109 ,056109 ,088109 ,120109 ,152109 ,184109 ,216109 ,248109 ,280109 ,312109 ,344109 ,376109 ,408109 ,440109 ,472109 ,504109 ,536109 ,568109 ,600109 ,632109 ,664109 ,696109 ,728109 ,760109 ,792109 ,824109 ,856109 ,888109 ,920109 ,952109 ,984110 ,016110 ,048110 ,080110 ,112110 ,144110 ,176110 ,208110 ,240110 ,272110 ,304110 ,336110 ,368110 ,400110 ,432110 ,464110 ,496110 ,528110 ,560110 ,592110 ,624110 ,656110 ,688110 ,720110 ,752110 ,784110 ,816110 ,848110 ,880110 ,912110 ,944110 ,976111 ,008111 ,040111 ,072111 ,104111 ,136111 ,168111 ,200111 ,232111 ,264111 ,296111 ,328111 ,360111 ,392111 ,424111 ,456111 ,488111 ,520111 ,552111 ,584111 ,616111 ,648111 ,680111 ,712111 ,744111 ,776111 ,808111 ,840111 ,872111 ,904111 ,936111 ,968112 ,000112 ,032112 ,064112 ,096112 ,128112 ,160112 ,192112 ,224112 ,256112 ,288112 ,320112 ,352112 ,384112 ,416112 ,448112 ,480112 ,512112 ,544112 ,576112 ,608112 ,640112 ,672112 ,704112 ,736112 ,768112 ,800112 ,832112 ,864112 ,896112 ,928112 ,960112 ,992113 ,024113 ,056113 ,088113 ,120113 ,152113 ,184113 ,216113 ,248113 ,280113 ,312113 ,344113 ,376113 ,408113 ,440113 ,472113 ,504113 ,536113 ,568113 ,600113 ,632113 ,664113 ,696113 ,728113 ,760113 ,792113 ,824113 ,856113 ,888113 ,920113 ,952113 ,984114 ,016114 ,048114 ,080114 ,112114 ,144114 ,176114 ,208114 ,240114 ,272114 ,304114 ,336114 ,368114 ,400114 ,432114 ,464114 ,496114 ,528114 ,560114 ,592114 ,624114 ,656114 ,688114 ,720114 ,752114 ,784114 ,816114 ,848114 ,880114 ,912114 ,944114 ,976115 ,008115 ,040115 ,072115 ,104115 ,136115 ,168115 ,200115 ,232115 ,264115 ,296115 ,328115 ,360115 ,392115 ,424115 ,456115 ,488115 ,520115 ,552115 ,584115 ,616115 ,648115 ,680115 ,712115 ,744115 ,776115 ,808115 ,840115 ,872115 ,904115 ,936115 ,968116 ,000

0

1,0 00

2,0 00

3,0 00

4,0 00

2020年度実績 2021年度実績 2022年度計画 

南都銀行（投信のみ） 南都まほろば証券 投資信託口座数 

2,160 
2,541 

2,827 

億円 

件 

億円 

６．お客さまの資産形成支援 

個人ローン残高 （平残） 

取
引 

チ
ャ
ネ
ル 

 
資産形成を   
はじめる世代 

 
資産を      

そだてる世代 

資産を      
活かす・引き継ぐ

世代 

若年層 高齢層 

ローン 

退職 住宅購入 就職 出生 

給振・キャッシュレス 

預かり資産 

年金 

信託 

デジタルを 
中心とした 

利便性の提供 

休日・夜間の 
チャネル拡充 

フェイス・トゥ・ 
フェイスによる 

コンサルティング 

 ライフステージに応じた商品・サービスの提供 

Ⅱ．2022年度アクションプラン 

724  
925  

1,100  

44,575  
49,633  

60,000  

0

10, 000

20, 000

30, 000

40, 000

50, 000

60, 000

70, 000

0

200

400

600

800

1,0 00

1,2 00

1,4 00

2020年度実績 2021年度実績 2022年度計画 

投信積立月間振替額・件数 

百万円 

件 

預かり資産残高 
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2022年度アクションプラン 

地域の稼ぐ力を創出・育成するため、当行グループがハブとなり、
地域経済の活性化に向けたプラットフォームの形成に取り組む 地域経済の 

持続的成長 

地域経済の低迷 
事業所数の減少 

など 

取り巻く現状と課題 目指す姿 

地域活性化への取組 創業・新事業支援 外部機関との連携強化 

 外部機関との連携強化 

 創業者および新事業展開者の支援 
 創業支援パッケージ（よろず支援拠点、商工会議所等との連携） 
 創業関連融資（日本政策金融公庫、保証協会等との連携） 
 ＜ナント＞サクセスロード等 

 地域活性化への取組 
 地公体との連携強化（地方創生に向けた連携協定等） 
 社寺等への支援（クラウドファンディング等） 
 古民家ファンド・アセットリノベーションファンドの活用 

 リカレント教育、産学連携への取組（大学、高専との連携） 
 インキュベーションプログラムの実施 

43 
100 

2020年度実績 2021年度実績 

創業支援パッケージ 

件 

86 116 

2020年度実績 2021年度実績 

＜ナント＞サクセスロード 

件 

７．お客さまの事業化支援 

計画の策定 仕組づくり・PDCA 事業・販路拡大支援 加速化支援 

よろず 
支援拠点 

商工会議所 
商工会 

信用保証 
協会 

県、市町村 

外部支援機関との連携 

日本政策 
金融公庫 

大学、高専 

地域経済の活性化に向けたプラットフォームを形成 

Ⅱ．2022年度アクションプラン 

（累計） （累計） 
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（ご参考）当行グループの一事業者としての地域活性化への取組 

 耕作放棄地の増加や担い手の減少・高齢化を解決するため、       
地元農業の活性化に取り組み、「持続可能な農業」、「儲かる農業」を
確立する 

 農産物の安定生産および生産量の増加を図るとともに、新規販路開
拓のうえ販路の拡大を図る 

 ECサイト「ならわし」を通じて、生産者の思いやモノづくりの背景にある 
ストーリーを消費者に届け、奈良に来たくなるような仕組みを構築 

 「ならわし」への商品掲載により取引先の販路拡大を支援するとともに
掲載商品の販売を支援 

 

 地域産品の販路拡大・販売支援 【EC事業】 

 観光拠点整備 【不動産・まちづくり事業】 

 奈良県産農産品の生産拡大と販路拡大 【アグリ事業】 

 奈良県を「日帰り型観光地」から「滞在型観光地」へ転換することに 
より、観光消費額の増加によるGDPの増加を目指す 

 奈良古民家まちづくりファンドでの「NIPPONIA田原本マルト醤油」
（田原本町）、「御所SENTO HOTEL」（御所市）への金融支
援、「吉野・龍門文庫」での宿泊施設開業に向けた施設・コンテンツ整
備 など、県中南部に宿泊を伴う観光拠点を整備することで、周遊・滞
在型観光の促進を図る。 

Ⅱ．2022年度アクションプラン 

  

  

  



23 

2022年度アクションプラン 

多様化するお客さまニーズにデジタル技術を活用し、        
お客さまの利便性および満足度の向上に取り組む 

お客さまの 
満足を高める 
利便性の向上 

地域の高齢化の進行 
デジタルネイティブ世代 

の拡大 

取り巻く現状と課題 目指す姿 

多様化する 
お客さまニーズへの対応 

効率的な 
事務体制の構築 

データドリブンな 
営業活動 

８．お客さまの利便性向上 

 UI/UXの高い南都銀行アプリ 

 窓口・本部事務の削減 

 

Ⅱ．2022年度アクションプラン 

 いつでも・どこでも窓口同等の銀行取引 

    が可能なアプリの構築 

 データの蓄積、整備、可視化により、 
お客さまのステージに応じたタイムリーな 
サービスの提供 

 ニーズに応じたきめ細かい提案 

 お客さまの待ち時間短縮 

 スピード感ある手続きの実現 

 
 

 多様化するお客さまニーズへの対応 

 データドリブンな営業活動 

 効率的な事務体制の構築 

ＵＩ/ＵＸの高いバンキングアプリの構築の検討 

 来店不要の申込手続き 

 受付から実行までデータ連携によりお客さまの負担削減 

 Web・電話での事前予約、情報共有・事前準備 

住宅ローンWeb受付システムの導入 

来店予約システムの導入 

 ファイル伝送サービス（ＡＤＰ）導入推進 

 公共料金明細事前通知サービス導入推進 

 

公金事務の電子化 

データ統合基盤の構築の検討 

 行内の全データを一元的に管理 
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９．おもしろい人材の創出 

成長機会の整備 

人材の多様化 

経営企画力 

課題解決力 

お
も
し
ろ
い
人
材
の
創
出 イノベーション創出力 

お客さまと一緒に 
経営の意思決定が 

できる能力 
（おもしろい人材） 

行内研修・ＯＪＴなど 
 
 
 

行員に求められる能力 目指す姿 

2022年度アクションプラン 

若年世代からの成長機会の整備や人材の多様化を通じて   
付加価値創造力を高め、おもしろい人材の創出に取り組む 

 副業制度の導入 

 中途採用の拡大など 

 外部出向拡大、トレーニー派遣、グループ会社間交流 

 課題解決に資する資格取得の支援 

 論理的思考力強化研修、他社合同研修 

 成長機会の整備 

 人材の多様化 

458 553 
693 

2020年度実績 2021年度実績 2022年度計画 

活力創造に関わる資格保有者数 

人 

Ⅱ．2022年度アクションプラン 

 コンサルティング人材育成研修 

 融資人材強化に向けた巡回指導 

 市場運用部トレーニー 

 

 タレントマネジメントシステムの導入 

 

 役職員の能力・スキル情報の一元化・可視化 

 「男性産休制度」、「不妊治療休暇制度」の新設 

 各種子育て支援制度の拡充 

多様な人材活躍に向けた体制整備 



25 

2022年度アクションプラン 

マーケットリスクの高まりによる影響をコントロールし、安定的な   
利回りを獲得できるポートフォリオの構築と運営に取り組む 持続的かつ 

安定的な運用 
マーケットリスクの高まり 

取り巻く現状と課題 目指す姿 

収益の向上 運用の効率 収益の安定 

10．市場運用の強化 

 金利上昇に備えたポートフォリオ・リバランス 

 機動的な売買によるキャピタル収益の積み上げ 

 金利上昇や株価下落リスクを抑えるヘッジ手法を駆使 

 収益の向上 

 収益の安定 

 運用の効率 

2021年度実績 2022年度計画 

運用委託 

自己運用 

40％ 

60％ 62％ 

38％ 

14,570億円 16,325億円 

（末残ベース） 

運
用
残
高 

Ⅱ．2022年度アクションプラン 
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2022年度アクションプラン 

デジタル技術等を活用した業務の効率化により、           
人員の戦略的配置など経営資源の有効活用に取り組む 

限られたリソースで 
最大限の成果を 
発揮できる組織 

来店客数の減少 
デジタル化の進展 

取り巻く現状と課題 目指す姿 

情報の利活用 行内インフラの整備 店舗機能の見直し 

 情報の利活用（AIを活用した与信管理） 

 AI活用の業況検知システム『FinCast』の導入に
より、早期の業績悪化把握やお客さまとの対話
機会創出 

 お客さまとの円滑なコミュニケーションや効率的な業務遂行が可能な環境を整備 

 （オンライン相談サービス、保証意思確認の立合WEB化、等） 

 個人貸与スマートフォンによるWEB会議等の活用 

 行内インフラ環境の整備 

 店舗機能の見直し 

 事務のシステム化・集中化により、営業店を   
コンサルティングの場へと変革 

FinCast 

分析情報還元 

予兆検知 

アプローチ 

早期の支援対応 お客さま 

イントラPC スマートフォン 渉外タブレット 

ハイカウンター ローカウンター 後方 

窓口ATM 受付ナビ 集中化 

75か店に 
導入済 

全店導入済 
（口座開設・諸届） 

17か店 
に試行導入 

営業店事務量 
50%削減 

11．当行グループの生産性向上 

Ⅱ．2022年度アクションプラン 
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779 747 

26.5% 26.0% 

2020年度実績 2021年度実績 2024年度目標 

政策保有株式残高（時価） 
純資産額(連結）に占める比率 

2022年度アクションプラン 

不確実性の高い経営環境下において、機動性の高い       
高度なリスク管理態勢・ガバナンス体制の構築に取り組む 

リスクを適切に 
コントロール 
できる組織 

不確実性の高い 
経営環境への対応 

取り巻く現状と課題 目指す姿 

信用リスクマネジメント
の強化 

取締役会の     
機能強化 

マネロン・テロ資金  
供与防止 

 継続的顧客管理 

 特殊詐欺対策 

 反社会的勢力等対策 

 マネロン・テロ資金供与防止への対応 

 信用リスクマネジメントの強化 
 取引先の実態把握の深化 

 リスク・リターン管理の高度化 

 取締役会の機能強化 

 多様性を備えた取締役の選任 

  （女性社外取締役の招聘） 

 取締役会の実効性に関する分析・評価 

 政策保有株式の縮減 

政策保有株式 

純資産額（連結）に占める比率を20％程度に縮減する 

(億円) 

12．リスク管理・ガバナンスの高度化 

≪方針≫ 

20％程度 

Ⅱ．2022年度アクションプラン 
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《CO2排出量削減目標》（Scope1、2） 

2022年度アクションプラン 

当行グループ自身の気候変動問題への取組に加えて、 
地域のお客さまの取組を積極的に支援する 持続可能な 

地域社会の実現 

環境意識の高まり 
地球温暖化の防止 

取り巻く現状と課題 目指す姿 

お客さまの
SDGsへの 
取組支援 

当行のCO2 
排出量の削減 

13．気候変動問題への対応 

Ⅱ．2022年度アクションプラン 

 2021年7月に、ＴＣＦＤ提言への賛同を表明 

 2022年度より、ＴＣＦＤ提言の枠組みに沿って
気候関連の情報を開示 

ガバナンス ・気候変動への対応における取締役会・経営会議の役割

戦略

・当行グループの気候変動への対応

・気候関連のリスクと機会の定性的な分析

リスク管理 ・ 気候関連リスクのモニタリング体制

指標と目標
・当行のＣＯ２排出量と削減目標

＜開示項目＞ 

 TCFD提言の枠組みに沿った開示 

 2030年度のCO2排出量を           
2013年度比▲50％以上削減する 

 環境関連融資への取組 

 太陽光発電等、再生エネルギー関連の          
プロジェクトファイナンスへの取組 

 環境関連利子補給制度利用融資や外部評価
機関連携によるグリーンローン等への取組 

 お客さまのSDGsへの取組支援 

 〈ナント〉SDGs導入コンサルティングサービス等   
を通じた気候変動問題の取組促進 

TCFD提言の  
枠組みに沿った 

開示 

 当行グループのCO2排出量の削減 

環境関連融資  
への取組 
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（ご参考） 「マテリアリティ」「ESG」「SDGs」とアクションプランの整理 

取り組むべき5つの重要課題 

（マテリアリティ） 

ESG分
類 

対応するSDGs 
2022年度 

アクションプラン 

深刻化する気候変動問題への対応 ・気候変動問題への取組（P28） 

地域経済の持続的成長の実現 
・お客さまの生産性向上支援（P19） 
・お客さまの事業化支援（P21、22） 

便利で豊かな社会の実現 
・お客さまの資産形成支援（P20） 
・お客さまの利便性向上（P23） 

多様な人材が活躍できる健全な 
企業風土の醸成 

・おもしろい人材の創出（P24） 

多様化・複雑化するリスクへの備え 
・市場運用の強化（P25） 
・当行グループの生産性向上（P26） 
・リスク管理・ガバナンスの高度化（P27） 

E 

G 

S 

S 

S 

Ⅱ．2022年度アクションプラン 



 本資料には、将来の業績に関する記述が含まれています。 

 こうした記述は、将来の業績を保証するものではなく、リスクや不確実性を内包するものです。 

 将来の業績は、経営環境の変化などにより、目標対比異なる可能性があることにご留意下さい。 

 

【本件に関するご照会先】 

  株式会社南都銀行 経営企画部  

   TEL  0742-27-1552 

   FAX  0742-20-3614 

   E-mail ir-souki@nantobank.co.jp 

   URL  https://www.nantobank.co.jp/ 


